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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 バレル、該バレル内にある注射器キャリヤー、ばね手段、および発射機構から成る注射
装置であって、前記注射器キャリヤーが、該キャリヤーによって保持される注射器の針が
前記バレルの前端内に引き込まれている後方位置と、前記針が前記バレルの前端から突き
出ている前方位置との間で、軸方向に可動であり、前記ばね手段が前記キャリヤーを前記
後方位置に向けて押し、 前記発射機構が発射部材を有し、該部材が解放されると、該部
材が注射器内のピストンに作用して注射器を前方に押し、そのあと投与薬を射出する注射
装置において、前記発射機構を前記バレルから分離することができ、 前記発射機構の取
り付けのための、前記バレルの後端において限定された軸方向運動の自由度を有するコネ
クターが存在し、該コネクターは最初注射器キャリヤーを通じて作用するばね手段によっ
て後方位置に保持されているが、前記バレルが皮膚に押しつけて保持されているとき、前
記発射機構によって前方に押されると、注射器キャリヤーを保持して前方位置に移動し、
そのとき注射器キャリヤーは、中間位置にあって、該キャリヤーは該位置から発射機構の
動作によって前方位置に押されることができ、 前記コネクターが、注射装置を皮膚から
離したあと、ばね手段の作用下で後方位置に戻ることを特徴とする注射装置。
【請求項２】
 取り付けがかみ合いねじによるものであり、前記コネクターが前記バレルに対する回転
に抗して保持されることを特徴とする請求項１に記載の注射装置。
【請求項３】
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 前記コネクターがステップ付きの管であり、後端の径の小さな部分が前記発射機構を受
けるソケットを与え、ステップによって形成される、内部の前方に面する肩が注射器キャ
リヤーの後端に対する接触部を与え、またコネクターが後方位置にあるとき、ステップに
よって形成される、外部の後方に面する肩が、バレルの後端にはめられている固定リング
と係合するための接触部を与えることを特徴とする請求項１または２に記載の注射装置。
【請求項４】
 注射器キャリヤーがコネクターに対するから動き接続部を有し、この接続部がキャリヤ
ーの前方運動の限界を定めることを特徴とする請求項３に記載の注射装置。
【請求項５】
 ステップ付きの管コネクターの径の大きな部分が軸に平行なスロットを有し、該スロッ
トに、注射器キャリヤーの後端からの突起が係合してから動き接続部を形成することを特
徴とする請求項４に記載の注射装置。
【請求項６】
 バレルが、内部に、注射器キャリヤーを該バレルと同軸に保持するためのガイド手段を
備えていることを特徴とする請求項１から５の中のいずれか１つに記載の注射装置。
【請求項７】
 ばね手段が注射器キャリヤーを包囲するコイルばねであって、該キャリヤーの後端のフ
ランジに係合しており、またバレル内の接触部に対して反作用することを特徴とする請求
項６に記載の注射装置。
【請求項８】
 前記接触部が前記ガイド手段の後端によって与えられることを特徴とする、請求項７に
記載の注射装置。
【請求項９】
 バレルの前端が、該前端の長さ、したがって注射器の針が突き出る長さを有効に変化さ
せるための手段を備えていることを特徴とする請求項１から８の中のいずれか１つに記載
の注射装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、注射装置に関する。
【０００２】
　ＦＲ－Ａ－２６５４９３８号広報には、バレル、該バレル内にある注射器キャリヤー、
ばね手段、および発射機構から成る注射装置であって、前記注射器キャリヤーが、該キャ
リヤーによって保持される注射器の針が前記バレルの前端内に引き込まれている後方位置
と、前記針が前記バレルの前端から突き出ている前方位置との間で、軸方向に可動であり
、前記ばね手段が前記キャリヤーを前記後方位置に向けて押し、 前記発射機構が発射部
材を有し、該部材が解放されると、該部材が注射器内のピストンに作用して注射器を前方
に押し、そのあと投与薬を射出する注射装置において、前記発射機構を前記バレルから分
離することができる注射装置が開示されている。
【０００３】
　注射後、針のついた注射器は、安全のために、ガード付きの容器に捨てられる。しかし
、まず注射器を前方に発射して針を貫入させてから、注射器ピストンを前方に押して投与
薬を射出させ、最後に注射器と針を引き込む、再使用できる装置から、注射器をはずすこ
とは、それ自身危険であり、また時間のかかることである。
【０００４】
　一つの答は、すべてを廃棄することであるが、前記のような注射装置は複雑であり高価
である。したがって、これは実際的な選択ではない。
【０００５】
　しかし、装置を二つの部分に分けて製造し、一つの部分を、解放してばねで前方に進ま
せることのできるプランジャーを有する再使用可能な発射機構とし、他の部分を、発射機
構を一時的に取りつけることのできる、注射器のためのハウジングおよびガイドとすれば
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、後者の部分を（注射器を収容したまま）投棄するようにすることができるようになる。
【０００６】
　本発明の目的は、そのような装置を提供することである。
【０００７】
　本発明によれば、 バレル、該バレル内にある注射器キャリヤー、ばね手段、および発
射機構から成る注射装置であって、前記注射器キャリヤーが、該キャリヤーによって保持
される注射器の針が前記バレルの前端内に引き込まれている後方位置と、前記針が前記バ
レルの前端から突き出ている前方位置との間で、軸方向に可動であり、前記ばね手段が前
記キャリヤーを前記後方位置に向けて押し、 前記発射機構が発射部材を有し、該部材が
解放されると、該部材が注射器内のピストンに作用して注射器を前方に押し、そのあと投
与薬を射出する注射装置において、前記発射機構を前記バレルから分離することができ、
 前記発射機構の取り付けのための、前記バレルの後端において限定された軸方向運動の
自由度を有するコネクターが存在し、該コネクターは最初注射器キャリヤーを通じて作用
するばね手段によって後方位置に保持されているが、前記バレルが皮膚に押しつけて保持
されているとき、前記発射機構によって前方に押されると、注射器キャリヤーを保持して
前方位置に移動し、そのとき注射器キャリヤーは、中間位置にあって、該キャリヤーは該
位置から発射機構の動作によって前方位置に押されることができ、 前記コネクターが、
注射装置を皮膚から離したあと、ばね手段の作用下で後方位置に戻ることを特徴とする注
射装置、が提供される。
【０００８】
　ばね手段は、キャリヤー、注射器、発射部材とその装置を通じて作用し、コネクターを
後方位置に逆戻りさせる。
【０００９】
　取り付けがかみ合いねじによるものであり、前記コネクターが前記バレルに対する回転
に抗して保持されるようにするのが便利である。
【００１０】
　前記コネクターは、ステップ付きの管とすることができ、後端の径の小さな部分が前記
発射機構を受けるソケットを与え、ステップによって形成される、内部の前方に面する肩
が注射器キャリヤーの後端に対する接触部を与え、またコネクターが後方位置にあるとき
、ステップによって形成される、外部の後方に面する肩が、バレルの後端にはめられてい
る固定リングと係合するための接触部を与えるようにすることができる。
【００１１】
　注射器キャリヤーは、コネクターに対するから動き接続部を有することができ、この接
続部がキャリヤーの前方運動の限界を定めるようにすることができる。ステップ付きの管
コネクターの径の大きな部分は、軸に平行なスロットを有することができ、該スロットに
、注射器キャリヤーの後端からの突起が係合してから動き接続部を形成するようにするこ
とができる。
【００１２】
　バレルは、一般に、内部に、注射器キャリヤーを該バレルと同軸に保持するためのガイ
ド手段を備えることができる。
【００１３】
　ばね手段は、注射器キャリヤーを包囲するコイルばねとするのが便利であり、このコイ
ルばねは、該キャリヤーの後端のフランジに係合しており、またバレル内の接触部に対し
て反作用する。この接触部は前記ガイド手段の後端によって与えることができる。
【００１４】
　好ましくは、バレルの前端は、該前端の長さ、したがって注射器の針が突き出る長さを
有効に変化させるための手段を備えている。
【００１５】
　以下、本発明のさらに十分な理解のために、添付の図面を参照しつつ、例として、一つ
の実施態様について説明する。
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【００１６】
　注射装置は、バレル１を有し、バレル１はテーパのついた前部２と大体円筒形の後部３
とを有する。この後部３には、ステップのついたコネクター管４がはめ込まれ、スプライ
ンによる係合（十分には示していない）によって回転が防がれている。管４の径の小さな
後端は発射機構６がねじ込まれるソケット５を与える。発射機構６は公知の種類のもので
あり、後端にトリガーボタン７を有し、このボタンを押すと、プランジャー８が発射機構
６の前端から突き出される。発射機構６は窓９をも有し、該窓から、発射機構６の発射が
行われたか否かを示すマークを見ることができる。管４はスナップイン固定リング１０に
よってバレル１に捕捉されるようになっており、固定リング１０は部分３とソケット５と
の間にスリーブ継手を形成しており、また円周方向リブと溝の装置１１および肩１２によ
ってバレル１に係合している。したがって、リング１０はバレル１と効果的に一体化し、
リング１０の前端は、管４の外部ステップが通常接触して管４の脱離を防ぐ環状の肩を与
える。
【００１７】
　バレル１内には、カプセル１３から成る注射器があり、カプセル１３は前端に針１４を
有し、針１４は最初針キャップ１５で保護されている。カプセル１３は、その長さの大部
分にわたって、スリーブ１６で包囲されている。スリーブ１６は、後端に、外側に突き出
たフランジ１７を有し、この後端は最初管４の内部ステップに接触している。スリーブ１
６は注射器キャリヤーとなる。図３からわかるように、このキャリヤーはコネクター４内
でから動き連結している。コネクター４の径の大きな前端１８は長さ方向のスロット１９
を有し、このスロットに、フランジ１７から突き出たラグ２０が係合している。回転防止
スプライン２１も図５に示してある。コイルばね２２がスリーブ１６を包囲しており、コ
イルばね２２の後端は、コネクター４内で、フランジ１７に係合しており、また前端は、
テーパ付きの部分２内のひれ状ガイド２４の後端によって与えられる内部肩２３に接触し
ている。ガイド２４は注射時に注射器を整列状態に保つ。最初このばね２２には加圧され
ていない。
【００１８】
　部分２の前端のまわりにノーズピース２５がはめてある。ノーズピース２５には、使用
者の皮膚に快適に接触するように滑らかに丸みがつけてあり、またノーズピース２５は、
バレルを長くしたり短くしたりして針の貫入深さを変えるために、調節することができる
。
【００１９】
　初期状態では、管状インサート２６が針キャップ１５を越えてテーパ付き部分２内に突
き出ており、インサート２６は内に曲ったリム２７を有し、リム２７はキャップ１５の大
きくなった基底部の背後に係合している。バレル１の前端の外側で、このインサートをフ
ランジ２８によってつかむことができる。バレルの前部２の口内にスタッド２９があり、
スタッド２９はインサート２６の外側にあるねじ３０と協同する。このねじはピッチが大
きく、またソケット５内のねじとは向きが反対である。
【００２０】
　使用に際しては、発射機構６をソケット５にねじ込み、注射装置全体をインサート２６
から分離する。このとき、キャップ１５が針１４から引き離される。ねじの向きが反対で
あるため、インサート２６のねじをゆるめてはずすとき、ソケット５に対して固定機構６
がゆるめられることはない。
【００２１】
　次に注射装置を使用者の皮膚に当て、発射装置６を前方に押し出す。これによって、管
４が前方に動かされ、バレル１の後部３内にさらにはいり込む。バレル１はもちろん、患
者に当てられているため、静止している。この運動はコネクター４が停止するまで継続す
る。この停止は、回転防止スプライン２１がバレル内の対応する溝の端にぶつかることに
よって生じるようにするのが便利である。この運動の間、ばね２２は部分的に圧縮され、
かつ注射器も前方に運ばれるが、はり１４がノーズピース２５を越えて完全に突き出され
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るということはない。
【００２２】
　次にボタン７が押され、プランジャー８が前方に発射されて、カプセル内のピストン（
図示せず）と係合し、まずカプセルがそのキャリヤー１６とともに前方に突き出され、次
に針が皮膚に突き刺される。キャリヤーは、ラグ２０がスロット１９の前端にぶつかるこ
とによって止められるが、プランジャー８は進み続けて投与薬が射出される（図４）。
【００２３】
　最後に、注射装置を引き離すと、ばね２２が作用する。ばね２２は、注射中、完全に圧
縮されているが、今度は、再伸長して、カプセルキャリヤー１６を後方に押し、カプセル
とともに移動させ、したがって針をバレル内に安全に引き込む。同時に、プランジャー８
により、発射機構６の全体は、コネクター４の外側ステップがリング１０に係合するまで
、コネクター４とともに後方に移動させられる（図２）。
【００２４】
　次に、発射機構６が注射装置から分離され、後者は廃棄することができ、また発射機構
は再使用することができる。
【００２５】
　インサート２６は、図１に示すような独立の部品とすることができるが、あるいは図６
に示すようにケース３１の底に固定されたいくつかの直立部品の一つとすることもできる
。これらのインサート（ここでは、参照番号３２で示す）の各々は前記の図の示すように
注射装置に固定される。バレル１は直立しており、その円筒形の部分３は、開口した水平
隔壁３４にぶら下がった管状ガイド３３内に配置してある。固定リング１０が隔壁の直下
にあり、したがってこれらの装置には簡単には接近できない。各注射装置に取りつけるこ
とのできる単一の発射機構６もケース内に備えてあり、隔壁３４のそばに配置してある。
【００２６】
　前記の装置を使用する場合、ソケット５を覆っていて隔壁３４から突き出ているキャッ
プ３５をはずして捨ててから、発射機構６を取り出し、隔壁の開口に挿入して、ソケット
にねじ込む。発射機構６が完全なかみ合い位置に達しても、同じ向きにさらに回転させる
と、これによりバレル１が回転する。スタッド２９は、注射装置がケース３１から引き離
されて自由になるまで、注射装置を持ち上げるために、ねじ３０に強制的にねじ込まれる
。
【００２９】
　使用後、注射装置をもとに戻し、発射機構６によって回転させてインサート３２にねじ
込む。このねじ込みが完全に終ってもねじの回転を続け、発射機構６がソケット５からは
ずれるようにする。からのソケット（捨てたキャップで再びふたをしない）はその注射装
置の注射器が使用済みであることを示す。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】供給されたままの状態の、発射機構を取りつけていない注射装置の軸を含む断面
である。
【図２】発射機構を取りつけて使用の準備が整った装置の軸を含む断面である。
【図３】注射装置の部分の詳細斜視図である。
【図４】発射機構を取りつけた注射中の装置の、軸を含む断面である。
【図５】発射機構を取りつけたままの、使用後の装置の軸を含む断面である。
【図６】注射装置セットのためのハウジングの切り欠き斜視図である。
【符号の説明】
【００３１】
１ バレル
４ コネクター
６ 発射機構
８ プランジャー
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１３ 注射器
１４ 針
１６ キャリヤー
２２ 戻りばね
２４ ガイド
３１ ケース
３２ 定置具
３５ キャップ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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